
小児外科

　小児外科は16歳未満の小児に対し、消化器・一般外科の診療を行う科です。ただしその内容は成人外科の
それとは大きく異なります。小児外科で扱う疾患には体表や内臓の先天性な形成異常が多いことが特徴です。
その手術時期、手術法、一期的手術か多段階手術かの選択なども、原疾患の病態や児の全身状態を考えた綿
密な治療戦略を練る必要があります。また小さなお子さん、特に新生児や乳児では各臓器の機能が未熟な段
階であるため、個々の生理機能を考慮した丁寧な周術期管理を要します。また当然ながらそのお子さんのそ
の後の数十年にわたる社会生活を過ごすうえでのQOLを考慮した治療を行わなければならず、この点も小児
外科の特徴といえます。
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大学院・留学について
　小児外科専門医の取得に必要な臨床経験が得られたのち
に大学院に入学、 学内外の研究室と提携し基礎研究に取り
組んでもらいます。ただし入学時期については本人の希望
を加味し、また科内の他の人事との兼ね合いもありますの
で、個々の状況により流動的です。
   臨床においても国内のhigh volume centerと提携し幅広い
経験ができような国内留学が可能です。現スタッフはカナ
ダやオーストラリアでの研究や臨床での留学の実績があり、
これらの国を含めた欧米への海外留学も可能です。

専門医受験資格のために必要とされる技能・手技目標
　小児外科専門医取得に必要な条件の一部として、以下の
手術経験を有することが必要；小児外科手術150例以上の
執刀経験、新生児20例以上の手術経験（うち少なくとも10
例は執刀経験とし、残りは助手でも可）、 5歳以下乳幼児
100 例以上の執刀経験、鼠径ヘルニア類100 例以上の執刀
経験、鼠径ヘルニア類以外50例以上の執刀経験。詳細は日
本小児外科学会ホームページ（http://www.jsps.gr.jp/）を参
照してください。

後期研修プログラム

　まず日本外科学会専門医制度に従い（今後新専門医制度
に移行予定）外科専門医を取得してもらいます。このため 1
年次より本学の外科専門医プログラムに入り、本学もしく
はその関連施設において外科専門医取得のための修練が開
始されます。 3～ 4年で外科専門医取得に必要な臨床的技
能および経験数が得られます。その間に本学附属病院にて
小児外科に数ヶ月から1年間専従することで豊富な症例が経
験でき、将来の小児外科専門医取得につながる基本的な臨
床能力も取得することができます。
   後期研修終了後に本学の附属病院にて小児外科医として
の本格的なトレーニングが開始されます。外科専門医取得
の後、更に日本小児外科学会の定める所定の臨床経験や業
績を積み、筆記試験に合格した後に小児外科専門医になる
ことができます。
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後期研修協力病院

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ
　私たちは手術を行う場合、治療効果を保ちつつ基
本的には傷は小さく目立たないように、また全体の
侵襲が少しでも低減する術式を行うようにしていま
す。腹腔鏡や胸腔鏡下の術式を積極的に行いますが、
難易度の高い手術においては必要に応じて小開腹下
の操作を追加するなど、安全性、確実性を優先した
hybrid手術を行う方針としています。また小児の悪
性固形腫瘍に対する集学的治療における外科手術の
役割は大きく、特に重要臓器や血管を巻き込むよう
な腫瘍に対しては、開腹もしくは鏡視（補助）下に
加え顕微鏡下手技を加えたより綿密なアプローチを
行う方針としています。
　2016年末に開設したみらい棟にある総合周産期
母子医療センターとこども医療センターは福島県の
周産期および小児医療の中心的役割を今後も担いま
す。PICUでは高度な集中治療を要する病態への診
療体制が整っています。私田中はこれまで国内外で
脳死および生体ドナーからの肝移植、腎移植にも携
わってまいりました。関連する診療科の先生方と協
力しつつ、それら臓器不全に対する小児の移植医療
も進めていきたいと考えています。
　小児外科を志したいという若い先生が増えてくれ
ることを願っています。新入医局員の皆さんに満足
のいく教育や研究のチャンスを与えられるようにす
ることが、私の使命と考えています。
　こどもたちの笑顔のために、またそのこどもたち
が成長し、この地域や社会を支える大人になってい
る姿を思い描きながら、一緒に小児外科をやりま
しょう！

　外科専門医取得のための協力病院については、本学の外
科専門医プログラムの情報を参照してください。小児外科
としては国立成育医療研究センター、埼玉県立小児医療セ
ンターなど。
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